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生生生生    協協協協    名名名名    月月月月    日日日日    （曜）（曜）（曜）（曜）    時時時時        間間間間    会会会会                場場場場    

群馬大学生協 ５月 １９日（土）  ９：３０～１2：００ 荒牧・ミューズホール 

前橋工科大学生協 ２３日（水） １９：００～ 前工大メイビットホール 

高経大生協 ３０日（水）  １６：３０～ 三扇会館２階食堂 

太田情報･医療･自動車専門

学校生協 
３１日（木）  １２：００～ オレンジホール 

生活クラブ生協 ６月  ９日（土） １３：３０～１６：００ 高崎市総合福祉センター 

コープぐんま １３日（水） １０：３０～１３：００ 伊勢崎プリオパレス 

群馬県庁生協 １３日（水） １４：００～１６：００ 群馬県企業公社ビル 

パルシステム群馬 １６日（土） １０：００～１２：３０ 群馬県勤労福祉センター 

群馬中央医療生協 １６日（土） １３：００～１６：３０ 群馬県生涯学習センター 

利根保健生協 １６日（土） １３：００～１７：００ ホテルベラヴィータ 

はるな生協 ２３日（土） １３：００～１６：４０ 高崎労使会館 

北毛保健生協 ２３日（土） １３：３０～１７：００ アネーリ渋川 

群馬県学校生協 ２７日（水） １５：００～１７：２０ ロイヤルチェスター前橋 

全労済県本部 ７月２７日（金） １３：００～ 前橋テルサ 

よつ葉生協 ６月１６日（土） １０：００～１２：００ 小山市文化会館 

群馬県生活協同組合連合群馬県生活協同組合連合群馬県生活協同組合連合群馬県生活協同組合連合会会会会    

前橋市大手町 3-19-3 

℡ 027‐234‐2376 

    ６６６６月号月号月号月号（No７８）    

2012201220122012 年年年年 5555 月月月月 22225555 日発行日発行日発行日発行 
 

各生協の２０１２年度通常総代会の開催予定は以下のとおりです。 
（お詫び：５月開催の会員生協で数生協について、開催前のお知らせに間に合わせられませんでした。） 



 

 

 

２０１２年度の「行政・生協懇談会」を４月１２日（木）、ロイヤ

ルチェスタ前橋で開催しました。行政・生協懇談会は、群馬県の人

事異動に合わせて群馬県生協連が主催し、非会員生協も招き、日頃

ご指導をいただいている群馬県の関係部局の皆さんと生協役職員と

の交流・懇談を行なっているものです。 

中嶋源治県連会長の挨拶に続

き、行政から上原訓幸群馬県生

活文化部長にご挨拶をいただき

ました。 

行政からは上原訓幸生活文化部長のほか、大澤一之健康福祉部食

品安全局長、貝原日出夫生活文化部消費生活課長、戸塚俊輔環境森

林部環境政策課長、井上宏農政部蚕糸園芸課ぐんまブランド推進室

長にご出席いただきました。生協からは１７生協（内非会員３生協）・県連から３３名が参加し、懇親を深

めました。 

 

 

 

 

群馬県消費者団体連絡会（中嶋

源治会長）の２０１２年度総会が

５月２２日（火）に群馬県勤労福

祉センター（前橋市）で開催され

ました。総会には１４団体７６名

が参加しました。 

中嶋源治会

長が冒頭「消費者行政や食の安全などを消費者が団結してカバーできるように進めたい」

と述べると、来賓の群馬県生活文化部消費生活課の貝原日出夫課長は、祝辞の中で「消

費者目線に立ったきめ細かな消費者行政をめざしたい」と述べました。 

コープぐんまの栗原利明さんが議長に選出され、八田直樹

事務局長が２０１１年度事業報告・収支決算報告、２０１２

年度事業計画・収支予算、役員選任について提案。瀧澤佳津

子監事が監査報告を行ったあと、全議案が一括して承認され

ました。 

２０１２年度の役員体制は、会長に中嶋源治氏（群馬県生活協同組合連合会）、

副会長に坂本棟男氏（水とみどり、食を守るぐんま県民会議）、宮田よし子氏（前

橋市消費者団体連絡会）、上野ひさ氏（群馬県退職女性教職員の会）、監事に平

野明男氏（群馬県民主医療機関連合会）、瀧澤佳津子氏（コープぐんま）、事務局長に八田直樹氏（群馬県生

活協同組合連合会）、その他事務局次長３名、幹事１０名を確認しました。  

中嶋県連会長と上原生活文化部長 

貝原消費生活課長 

講師の浅見係長 



コープぐんまの清野紀美子さんが、「東京電力の電気料金値上げに反対します」など、二つの特別決議を

読み上げ、拍手で承認されました。 

総会終了後、記念講演として、群馬県食品安全局食品安全課の浅見成志係長を招いて「食品中の放射性物

質の新たな基準値について」をテーマにご講演をいただき、参加者の質問にも答えていただきました。 

 

 

 

 

群馬県生協連女性協議会が５月１２日（土）、県生涯学習センター研修室で「組合員学習交流会」を開催

しました。 

講演は「安心してくらせる地域へ ～男女共同参画の視点から考える～」と題して、共愛学園前橋国際大

学国際社会学部長の大森昭生教授におこしいただきました。 

大森先生の専門はアメリカ文学、特にヘミングウェイ研究だそうですが、男女共同参画社会の形成や、地

域教育等に関する社会活動に対して大変積極的に関わり、◍群馬県男女共同参画推進

委員会副会長◍群馬県子ども・若者に関する専門家会議座長◍ぐんま男女共同参画セ

ンターアドバイザー◍前橋市社会教育委員◍伊勢崎市「教育改革・みらい会議」委員

などの役職にも就き、共同参画の分野でも多くの講演活動をされています。 

先生は、３人のお子さんのうち二人目と三人目のお子さんの出産に際し、自ら育

児休業を取得されたということで、体験を交えた興味深いお話しがお聞きできまし

た。 

地域と家族の状況の変化に着目し、今、家には住んでいるが、地域には住んでい

ないという。第三次産業が成長し、仕事に合わせて人が動くようになり、高流動社

会になったためだという。かつてのコミュニティーと違い、地域デビューのハード

ルが高くなっている。このハードルを下げる新しい地域のあり方を考える必要がある。その時、男女共同参

画を考えることが、地域のあり方を考える糸口となるのだという。 

また先生は、“性別に関わりなく、個性と能力を発揮することができ、一人ひとりの考え方や生き方が尊

重され、あらゆる分野への参画が等しく保障される社会”（男女共同参画社会）の実現は２１世紀最大の課

題だといいます。 

時代が変わればジェンダーも変わり、ジェンダ

ーに敏感な視点を持つことが、個人にも企業にも

求められる。一人ひとりを見つめているか、個が

尊重され平等な扱いがされているか、自分の生き

方は自分が決めることができているか、など、共

同参画と人権について問いかけました。 

企業がかつて、ワークライフバランスの導入を

福利厚生の範疇としてとらえられていたことが

あり、そうした企業ではワークライフバランスが

定着できなかったが、いま、大手を中心に、ワークライフバランスの取り組みを企業戦略・成長戦略として

位置づけるようになり、こうした企業は成長し業績を伸ばしている、という。であるが、小さい企業ならで

はの取り組み方もあるのだという。 

先生は最後に、男女共同参画の視点を持っていれば暮らしも事業も豊かになる、と結びました。 

参加者からは、「有意義だった」、「意識が変わった」、「男女共同参画が社会の基本であることが分かった」

など理解が深まったという声や、「先生の家庭でのお話しが共同参画を身近に感じさせてくれた」、「家庭の

有りようを考えてみようと思う」と、実践を決意した声も聞かれました。中には、夫はもうあきらめてお子

さんに伝えていきたいとご自身の“戦略”をうちたてた方もいたようです。

大森昭生先生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月 22日県消団連総会 

23日前橋工科大学総代会 

24日前橋市消団連総会 

25日県労働者福祉協議会総会 

30日食の安全安心県民ネットワーク総会 

高経大生協総代会 

31日太田情報生協総代会 

6月 4日県連事務局会議 

5 日日本医療福祉生協連総会、フートピア

21事務局会議 

6日女性協運営委員会 

7日県消団連幹事会・県消費者大会実行委 

9日生活クラブ生協総代会 

12日第５３回通常総会・第１回理事会 

13 日コープぐんま総代会、群馬県庁生協総

代会 

15日日本生協連総会・コープ共済連総会 

16日中央医療生協、パルシステム群馬、

利根保健生協、よつ葉生協各総代会 

19 日女性協第 19 回定期総会、中央地連

組合員活動委員会 

21日第1回常務理事会・財政検討委員会 

23日はるな生協、北毛保健生協各総代会 

26日前橋市消団連幹事会 

27日学校生協総代会 

 

日 時 2012年 5月17日（木）10時～ 
場 所 全労済群馬県本部 大渡ホール 
議事及び内容 
□ 報告事項 
１、一般経過報告 
２、特別報告 
３、女性協議会・会員生協報告 
□ 協議事項 
１、第53回通常総会関連について 
２、消費者政策課題について 
３、食品安全の強化に係る取組み 
４、県連災害対策について 
６、その他 
 ・国際協同組合年関連について 
 ・会員生協総代会日程と参加について 
  
 


